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２０２３年度 年間予定スケジュール 

月 日 予定 

令和５年 ４月 ６日 〔昼間部〕オリエンテーション、教科書・教材販売 

 １２日 〔夜間部〕オリエンテーション、教科書・教材販売 

 １５日 〔新入生〕入学式 

 １７日 〔昼間部・夜間部〕 講義開始 

５月 ２８日 第二種電気工事士（上期）筆記試験 

６月 １１日 

１１日 

２級電気工事・建築施工管理技術検定試験（上期） 

 ＣＡＤ利用技術者試験（上期） 

 １２日～１６日 第１回定期試験 

 １８日 〔自動車整備科〕中古自動車小型査定士技能検定試験（前期） 

７月 ２日 〔建築デザイン科〕二級建築士学科試験 

 ２２または２３日 第二種電気工事士（上期）技能試験 

８月 ２０日 第三種電気主任技術者試験 

 ２１日 〔夜間部〕講義開始 

９月 １日 〔昼間部〕講義開始 

 １０日 〔建築デザイン科〕二級建築士設計製図試験 

 １１日～１５日 第２回定期試験 

 ２０日 〔自動車整備科〕カスタムカー・レーシング走行会 

 ２５日 〔昼間部〕後期講義開始日 

１０月 １日 第一種電気工事士筆記試験 

 １０日 創立記念日（休講） 

 ２９日 第二種電気工事士（下期）筆記試験 

１１月 ３日 学園祭 

 ５日 ＣＡＤ利用技術者試験（下期） 

 ６日 学園祭（１１月３日）の振休（休講） 

 １３日 ２級電気工事・建築施工管理技術検定試験（下期） 

 ２７日～１２月１日 第３回定期試験 

１２月 １０日 第一種電気工事士技能試験 

 ２３または２４日 第二種電気工事士（下期）技能試験 

令和６年 １月 ９日 〔昼間部・夜間部〕講義開始 

２月、３月  進級・卒業試験（第４回定期試験） 

  卒業制作発表会 

  進級・卒業判定結果発表 

  再試験 

  再試験結果発表 

３月 １４日 卒業生準備登校日 

 １５日 卒業式･卒業記念パーティー 

 ２４日 〔自動車整備科〕自動車整備士資格国家試験 

  ※ 諸事情により、一部変更する場合があります 
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Ⅰ 学籍関係事項 

１．学生証 

学生証は通学中、携帯し本校職員から提示を求められたときは提示しなければなりません。 

  定期試験の場合は携帯していないと受験できない場合もあるので注意してください。 

  新学年の学生証交付時には、旧学生証を返納してください。 

２．在学年限 

在学年限は、同一学年において３年以上留まることはできません。なお、休学届けが提出されている時

はこの限りではありません。 

３．退学 

  退学しようとする際は、学級担任を通じて退学届を学校長に提出しなければなりません。その場合、学

生証を返納してください。 

４．再入学（姉妹校への入学も含む） 

  本校を卒業後、他の学科に再入学を希望する場合には、新たに願書及び所定書類一式を提出しなければ

なりませんが、卒業後３年以内の場合、入学に必要な費用から入学金が免除されます。 

５．休学・復学 

  休学しようとするときは、休学願を提出し学級担任を通じて学校長の許可を得なければなりません。許

可を得た学生は、指定期日までに学籍管理手数料（半期５,５００円、通年１１,０００円）を支払う。

ただし休学期間の学費を納入している場合は、学籍管理手数料は不要とします。また、休学していた学

生が復学するときも復学願を提出し、休学願と同様に学校長の許可を得なければなりません。なお、休

学の有効期限は学年末までとします。 

６．除籍 

  次の各項に該当する学生は、除籍扱いとします。 

① 授業料その他の納付金を指定日（延納または分納の許可があった場合はその期日）までに納入し

なかった学生。 

② 無断長期欠席などで、本人との連絡が不通になった学生。 

③ 進級、留年、退学などの手続きをしなかった学生。 

７．転科（姉妹校への転校も含む） 

  転科を希望する場合は、事前に担任まで申し出なければなりません。その場合、転科した学科にて十分

勉学する意志があるものと学校側が判断した場合に許可されます。（ただし、一部該当しない学科もあ

ります） 

８．留年 

  留年通知を受けて在籍する場合、同様の事態が発生しないことを学校長が確認した上で許可されます。 

９．退学処分 

  次の各項に該当する学生は、訓戒・停学・就職時における書類発行の停止・退学などの処分を受ける。 

① 学力不足などにて改善の見込みがないと認められる学生。 

② 欠席が著しく多い学生。 

③ 性行不良で改善の見込みがないと認められる学生。 

④ 暴力行為・器物損害行為・窃盗・喫煙行為・試験時の不正行為・出席の偽称行為・そのほか校内

の秩序を乱し学生としての本分に反する行為のあった学生。 

⑤ 学生心得に違反した学生。 

10．表彰 

成績優秀にして他の模範となる学生を表彰することがあります。内部表彰として、成績優秀な学生に優

等賞、欠席・欠課のない学生に精勤賞が与えられます。また、外部表彰としては、次の様な表彰を与え

られることがあります。 

大阪府私立学校児童・生徒知事賞、大阪府専修学校各種学校連合会会長賞、全国保育士養成協議会会長

賞、日本臨床工学技士会会長奨励賞、日本臨床工学技士教育施設協議会代表理事賞、日本ソーシャルワ
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ーク教育学校連盟会長賞、全国工業専門学校協会会長賞、大阪府電気工事工業組合理事長賞、建築関連

学校優秀卒業生表彰、大阪府社会福祉士会会長賞 など。 

 

Ⅱ 試験及び成績 
１．試験の種類 

 定期試験、再試験、追試験、小試験 

２．定期試験 

 定期試験とは、前期（4 月～９月）試験、および後期（１０月～翌年３月）試験をいいます。 

３．再試験 

 再試験とは、学年末の判定会議の後に不認定教科を有する学生に実施する試験をいいます。 

原則として実験・実習について再試験は行いません。 

４．小試験 

 上記試験以外で授業時間内に適宜実施され、最終評価の資料とされる試験をいいます。 

５．試験についての心得 

① 学費未納者は受験できません。ただし、別途に定める延納・分納願をあらかじめ提出している学

生はこの限りではありません。 

② 受験に際し必ず学生証を持参し机上に提示しなければなりません。万一忘れた場合は、事務窓口

で仮学生証（発行料１００円）を発行してもらいます。 

③ 試験開始後遅刻による受験は原則として認めない。遅刻者は開始後１５分以内、正当な理由のあ

る学生のみ受験可とします。（ただし、評価は原則として０点）万一遅刻した場合は、監督者の

指示に従う。また試験開始後３０分経過し、かつ監督者の許可があるまで退室できません。 

④ 教科書などの文献・ノート・辞書類は、机上・机の中においてはなりません。 

ただし、あらかじめ持込み許可された試験教科についてはこの限りではありません。 

⑤ ＰＤＡなどの電源を切っておいてください。（時計として使用することはできません） 

⑥ 試験中に万一不正行為（カンニングペーパーの作成・試験用紙の交換・私語・態度不正な学生に

対し注意を与えても改めない時、および監督者の指示にただちに従わないなど）があった場合は

その試験の実施された期間中の全試験科目を０点とします。 

⑦ 試験期間中は、座席指定制（出席番号順）になっているので指定された座席にて受験を行わなけ

ればなりません。 

⑧ 試験問題の解答にあたっては鉛筆・シャープペンシル以外のもの（万年筆、ボールペン）を使用

しないでください。 

⑨ ＰＤＡやコンピュータ、電子辞書などの使用は許可のある科目のみ使用可能となります。 

６．試験欠席および追試験について 

    病気またはやむを得ない理由（就職試験と重なるなど）で定期試験を受験できない場合は、試験開始以

前に必ず担任に連絡し、証明書（病気の場合は診断書）を提出しなければなりません。この場合、追試

験を実施する場合もあります。 

７．学業成績と評価 

① 学業成績は、講義概要に記載のある各科目の「単位認定の方法及び評価の基準」に基づく客観的

基準により決定されます。 

② 評価は、 秀（１００点～９０点）・優（８９点～８０点）・良（７９～７０点）・可（６９～６０

点）・不可（５９点以下）で６０点以上を合格とし、それに満たないものは不合格とします。 

③ 客観的評価ＧＰＡ制度について 

 ＧＰＡとは、「Grade Point Average」の略で、授業科目の成績評価に対して点数ＧＰ（Grade 

Point）を与え、その点数に各科目の単位数を乗じた合計を、各学年の科目の総単位数で割って算

出した平均値のことをいいます。 
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   〔ＧＰＡの計算例〕 

  ＧＰＡ ＝（科目の単位数×ＧＰ）の合計 ÷ 履修登録科目の単位数の合計 

    ＊ 小数点第２位下四捨五入、 

    ＊ 分母の総単位数には、不合格科目の単位数を含む 
 

④ 成績評価基準とＧＰ 

成績評価 ＧＰ 備考 

秀 ４ 到達目標を十分に達成しており、優れた成果をおさめている 

優 ３ 到達目標を、十分に達成している 

良 ２ 到達目標を、達成している 

可 １ 到達目標を、最低限達成している 

不可 ０ 到達目標を、達成していない 
    

８．進級及び卒業の認定 

① 欠席について 

１）各学科とも、原則として年間出席コマ数の４分の１（約１００コマ）を超える学生は留年と

します。（養成施設の指定学科修了には出席率１００％が必要） 

２）各教科の欠課コマ数が３分の１を超えた場合、試験結果にかかわらず０点とします。ただし、

この基準は、進級、卒業の判定にだけにあてはまるもので、国家資格の認定、就職時の学校

推薦などについてはこの限りではないので、極力欠席がないよう努力しなければなりません。 

３）各学科目及び実習にかかる出席時間数が所定の時間に満たないものは、補習を受けなければ

進級または卒業することができません。また、補習は有料とします。 

② 成績について 

１) 総合評価において、欠点科目が４科目以上ある場合は留年とします。 

２) 欠点科目３科目以下の学生には再試験の受験を認める。ただし、４科目以上欠点がある学生

で、特別な考慮が必要と認められた場合、再試験の受験を許可されます。 

３) 原則として、不認定科目が１科目でもあれば、進級及び卒業を認めない。 

③ 卒業認定 

卒業を認められた学生に対して、学校長は卒業証書及び当該学科に対して文部科学大臣告示によ

り専門士（２年制）または、高度専門士（４年制）の称号を授与します。 

９．コース選択について（コース選択のある学科） 

 ① 希望コースを記入した進級願を提出し受理された場合、希望コースに進級できます。 

 ② 原則として、欠点科目がなく欠席も少ない学生は、第１希望の優先権を得ます。 
 

Ⅲ 就職関係事項 

１．必要と考えられる書類 

① 履歴書（本校所定用紙、企業・団体所定用紙） 

② 在学証明書 

③ 成績証明書 

④ 卒業見込証明書 

⑤ 健康診断書 

（本校にて５月頃に実施します。自分で行う場合は保健所または病院にておこなってください） 

⑥ 学校推薦書 

２．各種就職関係書類の申し込みについて 

学校推薦にて受験する場合は、会社締切日の１週間前に担任に申し込んでおくと自動的に書類は作成

されて学校側より企業へ送付されるが、場合により本人が直接持参することもあります。その場合の

成績証明書などの手数料は無料です。 
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なお、学業成績により学校推薦に価しない場合、または推薦人数の定員により推薦できない場合もあ

るので注意してください。自由応募で受験する場合も、受験会社を担任まで必ず申し出て、必要書類

を自分で提出してください。その場合、成績証明書などの発行は事務局にて有料発行となります。 

３．就職相談について 

就職相談は、就職年次になると就職活動が始まる前に学級担任より行います。企業の求人は早くなっ

ているので、インターネットで企業検索を行い、エントリーなどを行います。学校へ求人依頼のある

企業は、関西、東京方面が中心となるので、地方にて就職を希望する場合は自分で休日を利用して地

元の会社を調べるか、縁故を利用するか、あるいはインターネットを活用するなど、行った方がよい。 

なお、問い合わせや書類送付関係などで学校側に依頼したい場合は申し出てください。 

４．就職試験について 

    就職試験勉強については、学科によって授業時間内に組み込まれているが、各人が入社試験問題に自主

的に取り組んでおく必要があります。一般教養は英語、数学、国語、社会を、専門教科については基本

的事項について押さえておいてください。また、それ以外に適性・作文（論文）・面接があり、特に人

物または人柄重視のところが多いので、普段から言葉遣い・態度・挨拶などはきちんと出来るようにし

ておいてください。 

 ５．留学生について 

留学生は就職するとき原則、関連分野の就労ビザの取得が必要です。（出席率９０％以上必要） 

また、在学中の資格外活動については許可された時間を守ってください。（２８時間／週、長期休暇時

（指定された期間）については８時間／日です） 
 

Ⅳ 事務取り扱い事項 
１．事務手続きについて 

    下記事項の各手続きは、事務窓口で受け付けますが、申込書に学級担任の確認印が必要です。 

受付時間は、各校９：００から１６：３０まで（夜間部学生は１９：４０まで）です。 

代金が必要なものはおつりの無いよう現金を用意してください。 

① 学生証明書発行願 

下宿など学生が現に居住する所が変わったときは、担任の先生に確認印をもらった後、学生証明

書発行願 2.下記に変更がありましたのでお届けします。に○印をつけ、新住所を記載し現在使用

している学生証と手数料７００円を添えて事務局に提出してください。この場合、通学の電車、

バスの乗車区間が変わるときは ｂ.通学路線の変更も記載してください。また、現在使用してい

る電車、バスの乗車区間が変更するときは、学生証明書発行願の ｂ.通学路線の変更に変更事由

を記載し、現在使用している学生証と手数料７００円を添えて事務局に提出してください。 

② 学生証再交付願い 

学生証を紛失したとき、または記載事項に変更が生じたときは手数料７００円を添えて事務局に

届け出てください（約３日後発行、諸事情により再発行には相当の日数を要する場合があります） 

③ 学割証明書 

帰省、就職活動などで学生割引乗車券を購入するため、学校学生生徒旅客運賃割引証の発行を受

けようとするときは、学割発行願を事務局に提出してください。提出してから発行までに約３日

（夏期休暇、冬期休暇、学年末休暇の直近では約１週間）かかります。また、証明書１部につき

手数料１００円を要します。なお、個人的な旅行などは認められません。 

④ 健康診断証明書 

健康診断証明書の交付を受けたい時には、用途を記載し、担任の先生に確認印をもらってから申

し込んでください。手数料４００円を要します。休日を除いて１日後発行します。 

⑤ 在学証明書 

在学証明書の交付を受けたい時には用途を記載し、担任の先生に確認印をもらってから申し込ん

でください。手数料４００円を要します。（英文は８００円）休日を除いて１日後発行します。 
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⑥ 卒業証明書、修了証明書 

卒業式直後に卒業証明書を必要とする場合は、事前に事務局まで申し出てください。その後につ

いては発行に日数がかかります。手数料４００円（英文は８００円）を要します。 

⑦ 学業成績証明書 

学業成績証明書は、担任の先生に確認印をもらった後に事務局へ手数料４００円（英文は８００

円）を添えて申し込んでください。約３日後発行します。 

⑧ 卒業見込証明書 

卒業見込証明書は卒業年数の半分以上の月日が経過しなければ発行できません。発行の交付を受

けるには、担任の先生に確認印をもらった後に事務局へ各手数料４００円(英文は８００円)を添

えて申し込んでください。 

※ 英文の証明書の発行は 1 週間程度の期間を要するので注意してください。 

⑨ 勤労学生控除申請に必要な控除用在学証明書、課程原本証明書は、担任の先生に確認印をもらっ

た後に事務局へ手数料８００円（計２通分）を添えて申し込んでください。 

⑩ 仮学生証 

試験期間中、学生証を忘れた者は事務局にて仮学生証（１００円）を発行します。有効期間は当

日のみです。 

⑪ 翻訳証明書 

・ 申請者本人が翻訳し、学校の翻訳証明書発行の場合： 

翻訳確認料＋証明書発行料の計８００円を添えて申し込んでください。 

・ 学校側で翻訳し、翻訳証明書発行の場合： 

翻訳料＋証明書発行料の計１,５００円を添えて申し込んでください。 

⑫ 国民年金保険料の学生納付特例制度申請 

学生納付特例制度とは国民年金保険料の納付を先送り（猶予）できる制度ですが、事務窓口でも

申請が可能です。希望する学生は申請書を事務窓口に提出してください。 

２．授業料などの納入 

    授業料その他の校納金は、学校が指定した期日までに納入してください。止むを得ない理由により分割

納入を希望するときは、決められた期間中に分納許可願を担任に提出し、学校長の許可を得なければな

りません。支払方法は銀行振込とします。 

なお、中途退学の場合は､既納の授業料・その他の校納金は返金できません。 

３．下宿・寮について 

    下宿・寮の情報提供は事務窓口にて行います。 

４．教材販売・証明写真について 

    教材・証明写真の販売は事務窓口で行います。 

  証明写真の焼増し申込みは、４枚１組５５０円。標準サイズは３×４ｃｍ、他のサイズは申し出てくだ

さい。３～４日後に担任より手渡しします。 

５．学生向け災害補償保険について 

   本校において安全に、また健やかに学生生活がおくれるよう、学校管理下中だけでなく日常生活におい

ても対応できる２４時間対応の「学生・生徒２４時間共済」に加入しています。万が一の傷害・ケガ・

事故などの際は、速やかに担任の先生に連絡をしてください。 

 

Ⅴ 学生生活上の注意事項 

１．学生心得 

① 服装は清潔端正であるように学生らしい服装にしてください。 

② 常に自己および他人に対して品位を保つように心がけてください。 

③ 父母、教師、長上に対して礼儀を失わない・言動が粗野にならないように心がけます。 

④ 学生間においては親愛の意をもって接し争いなどをしないでください。 
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⑤ 授業中は、授業内容に関係のないモバイル機器（携帯電話、スマートフォン、タブレット、パソ

コン）などを使用しないでください。 

⑥ 授業中飲食をしないでください。（授業中は机の上にペットボトルを置かない） 

⑦ 学習を著しく妨げるようなアルバイトをしないでください。 

⑧ 節度のある生活態度を保ち、不健全な生活をつつしむ。 

⑨ 受講態度は正しく、私語、騒音、無断退席、その他授業の妨げとなるような言動をしないでくだ

さい。また、指定座席に必ず着席してください。 

⑩ 遅刻しないように登校し、放課後は特別の事情がない限り校内にとどまらない。 

⑪ 原則として公共交通機関を利用するか徒歩で通学してください。なお、通学時の事故の防止及び

路上駐車などで近隣に迷惑をかけるので自動車、単車、原付、自転車通学はしないでください。

やむを得ず、自転車などでの通学を希望する場合は学校の許可を得ます。 

⑫ 校内で立入禁止の場所に許可なく入らない。 

⑬ 成年者の喫煙は学校が指定する所定の場所でのみ認める。 

⑭ 資源化（リサイクル）可能な紙は分別してゴミ入れに入れます。 

⑮ 校内にポスターなどを提示するときは許可を得ます。 

⑯ 金銭、物品を拾得したときは、その旨を職員室または事務室に届け出てください。 

⑰ 他人の所有物を無断使用したり盗用したりしないでください。また、自分の持物は各自の責任で

管理してください。もし、紛失しても学校は関知しません。 

⑱ その他、学校職員の指示に従って行動し、かつ本校の学生としての体面を汚さない。 

⑲ 校舎内でガムを捨てない。 

⑳ 学校の校舎、器具、備品その他の物品は大切に取り扱います。それらを破損し損傷を与えた場合

は始末書を学級担任経由で学校長に提出し、損害を賠償することになります。（始末書には、発生

原因と今後の対策を併記してください） 

２．欠席・欠課・遅刻・早退 

   欠席・欠課・遅刻・早退をしたときは、その届けを学級担任に提出してください。 

急な欠席の場合は、学級担任に電話し、後日欠席届けを提出してください、公欠による欠席も同様で

す。（一週間以上の病気欠席、及び試験期間中の病気欠席は、診断書を添えなければなりません） 

なお、遅刻・早退の基準は１５分以内とし、遅刻・早退３回につき欠課１回と換算します。 

３．公欠 

   つぎの事由により欠席、欠課、遅刻、早退はそれぞれ公欠として取り扱います。 

    ① 学校が認めた国家試験または検定試験を受験する場合に学校が認めた期間または時間。 

    ② 学校が認めた就職試験を受験する場合に学校が認めた期間または時間。 

    ③ 忌引による場合、祖父母までとします。ただし、遠方の場合は日数を教務会議にて検討します。

法事による欠席は公欠にはなりません。 

    ④ その他、特に公欠として学校が認めた場合。 

４．暴風警報発令時または交通機関のストの場合の取り扱いについて 

   大阪府に暴風警報・特別警報（大雨、暴風、高潮、波浪、大雪、暴風雪）が発令された場合、また地震

などで非常事態宣言が発令された場合、通学で利用の交通機関がストの場合は学生の登校について、次

のようにしてください。 

   昼間部の学生 

① 午前７時までに解除された場合･････････････････････････････････ 平常通り授業 

② 午前７時に発令中で午前１０時までに解除された場合･････････････ 午後より授業 

※ 警報が出ていない場合は各自通学時間を考慮して通学してください。ただし、通学途中で暴

風警報・特別警報あるいは地震などで非常事態宣言が発令された場合は、帰宅し自宅待機し

てください。 

③ 午前１０時までに解除されなかった場合･････････････････････････ 休校 

夜間部の学生 

① 午後５時までに解除されなかった場合･･･････････････････････････ 休校 

※ 現住地に警報などが発令され登校が困難と予想される場合、出欠の取り扱いは上記に準じます。 
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Ⅵ 校友会について 

１．校友会とは 

   校友会は、学生同士の親睦を深め、学生生活を有意義に送れるようにするため、学園祭をはじめ各種行

事の企画、運営を行なったり、各クラブ活動に対する援助などを行います。学生が主体として活動し、

これらの活動は学生の代表たる校友会役員、校友会クラス委員及び各クラブ代表によって構成されます。 

   校友会役員は、校友会会長・副会長・書記・会計及び執行委員からなり、校友会活動に関する最高意志

決定機関となります。 

   校友会クラス委員は各クラスより選出され、各行事の際には各クラスへの連絡や、クラスの意見を校友

会に伝える役割を果たす。クラブ代表は各クラブの部長・副部長より構成され、クラブへの連絡及び予

算の審議などを行います。 
 

２．校友会クラブ活動（休部中を含む） 

   （Ｎゲージ鉄道模型）モジュール部 、ＬＥＧＯ部、写真部 、ビリヤード部 、ミュージックエンタ

ーテイメント部 、テニス部 、マジックパワー部 、コンピュータ部 、バイク改造メカニック部 、

ルービックパズル部   など 
 

３．校友会行事 

   学園祭をはじめ、いろいろな校友会行事を計画します。 

例えば、次のような学科別に見学会やイベント参加を予定しています。 

◆ CEATEC JAPAN  ◆ 映像・音響機器展   ◆ 各種ロボット大会  ◆ 電設工業展 

◆ モーターショー  ◆ 建築展  ◆ コンテスト敷地見学確認 ◆ 校外学習  など 

詳細な日程に関しては、事前に発表します。また、諸事情により行われない場合もあります。 

 

 

Ⅶ 個人情報の取り扱いについて 

平成１７年４月１日より「個人情報の保護に関する法律（個人情報保護法）」が全面的に施行されました。

本校では個人情報保護の重要性を十分認識して、個人情報の取り扱いは以下のとおりとし、安全かつ適正

に管理・運用することに努めます。 

 

１．個人情報の収集と利用目的について 

 本校では教育、学生支援、学校運営上必要と認められる個人情報に限り、以下の利用目的のために収集

します。また、必要に応じて収集した個人情報に基づき、学生、保護者への連絡を行います。 

 

＜利用目的＞ 

① 学籍管理、学籍異動管理、健康管理、奨学金・修学金管理 

② 履修管理、成績管理、授業(実習を含む)管理 

③ 卒業後の進路に関する情報管理 

④ 学生証、各種証明書の発行 

⑤ 学費情報管理、口座情報管理 

⑥ 学生生活・課外活動支援 

⑦ 就職関係情報の作成、管理 

⑧ 校内施設・設備の利用管理 

⑨ 図書館利用情報管理 

⑩ 卒業アルバムの作成 
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⑪ 学校の広報誌、催し物案内 

⑫ 卒業後の各種案内送付 

⑬ 外国からの留学生の在留期限などに関わる情報管理 

⑭ 校友会・同窓会活動支援 

⑮ コンピュータアカウント・セキュリティ管理 

 

２．個人情報の安全管理について 

   本校では、収集した個人情報の正確性を保ち、個人情報が不正に使用されたり、紛失・滅失、改ざんお

よび漏洩することのないよう厳重に管理するとともに、個人情報を扱う職員の情報管理を徹底します。 

 

３．学生カードとクラス名簿などの取り扱いについて 

   学生カードは、学校が皆さんの学生生活をサポートするうえで必要となる情報ですので、すべての項目

に記入し、提出をお願いします。これは、今後の指導・支援や連絡に必要なものですので、変更があり

しだい担任に知らせてください。 

   なお、個人情報やプライバシーの保護の観点から、クラス名簿や緊急連絡網などの配布は行いません。 
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Ⅷ 国家試験 ※受験料など変更になる場合がありますので、各案内などでご確認ください 

試  験  名 実 施 月 
受験料《講習料》（級位） 

問い合わせ先 
[受験資格] 

陸上無線技術士 ７，１月 13,952 (一級） （財）日本無線協会近畿支部 

 （一級、二級）   11,852 (二級） 〒５４０－００３６ 

総合無線通信士 ３，９月 18,852 （一級） 大阪市中央区谷町１－３－５ 

 （一級、二級、三級）   16,752 (二級）  アンフィニィ天満橋ビル 

    13,152 (三級）   

無線通信士 ８，２月 9,052 (航空級）      

 （航空級、第四級海上）   7,052 (第四級海上）   

特殊無線技士（第一級陸上） ６，１０，２月 5,352   

アマチュア無線技士（一級、二級） ４，８，１２月 8,952（一級）  7,452（二級）   

アマチュア無線技士（三級、四級） 4，5，6，8，9，11，12，1，3月 5,252（三級）  5,002（四級）            ℡０６－６９４２－０４２０ 

電気通信主任技術者 ７，２月 18,700 （財）日本データ通信協会近畿支部 

〒５４０－００２９ 

大阪市中央区本町橋７－３ 

 郵政福祉内本町ビル 

℡０６－６９４６－１０４６ 

工事担任者 

AI（第１種、第２種、第３種） 

DD（第１種、第２種、第３種） 

AI・DD 総合種 

５，１１月 8,700 

  

  
 

第三種電気主任技術者 ８月 4,850（書面申込 5,200） （財）電気技術者試験センター 

第一種電気工事士 １０月（筆記） 10,900 〒10４-８５８４ 

  １２月（技能） （書面申込 11,300） 東京都中央区八丁堀２－９－１ 

第二種電気工事士 上期５月（筆記）７月（技能） 9,300  秀和東八重洲ビル８F 

  下期１０月（筆記）１２月（技能） （書面申込 9,600） ℡０３-３５５２-７６９１ 

認定電気工事従事者認定講習会 ３，７月 《12,500》 （財）電気技術講習センター 

    ［第二種電気工事士要］ 〒１０５－０００４ 

               東京都港区新橋４－２４－８ 

       第２東洋海事ビル７Ｆ 

      ℡０３－３４３５－０８９７ 

二級ボイラー技士 月２回 6,800《21,700》 （社）日本ボイラー協会 大阪支部 

     〒５４０－００１２ 

      大阪市中央区谷町２－９－３ 

      ℡０６－６９４２－０７２１ 

第２種放射線取扱主任者 ８月 10,200 （財）原子力安全技術センター 

      〒１１２－０００１ 

      東京都文京区白山２丁目５-１-３-１０１ 

       東京富山会館ビル 

      ℡０３－３８１４－７６００ 

消防設備士 ７、３月（大阪府） 5,000（甲）[受験に制限あり] （財）消防試験研究センター 

甲１～５類 (都道府県により実施 3,400（乙）  〔大阪支部の場合〕 

乙１～７類 時期が違います)   〒５４０－００１２ 

危険物取扱者 4、6、10、11、2 月（大阪府） 5,000（甲）[受験に制限あり] 大阪市中央区谷町２－９－３ 

甲 (都道府県により実施 3,400（乙）  ガレリア大手前ビル２Ｆ 

乙１～６類，丙 時期が違います) 2,700（丙） ℡０６－６９４１－８４３０ 
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試  験  名 実 施 月 
受験料《講習料》（級位） 

[受験資格] 
問い合わせ先 

技能士（電子機器組立て） ８，９月 19,900（実技） 大阪市職業能力開発協会 

      （舞台機構調整）   3,100（学科） 〒５４１－００４８ 

      大阪市中央区瓦町２－５－３ 

       エル・おおさか南館８Ｆ 

      ℡０６－６９４６－２６２１ 

エックス線作業主任者 

  ３，７，９，１１月 

  

  

9,800 電子科学研究所事務局 

〒５４１－００５７ 

大阪市中央区北久宝寺町２－３－６ 

 非破壊検査ビル 

℡０６－６２６２－２４１０ 

 
  

 

一級建築士 ７月（学科） 19,700 （財）建築技術教育普及センター 

  １０月（製図） ［学歴＋実務４年］  近畿支部 

二級建築士 ７月（学科） 16,900 〒５４０－６５９１ 

  ９月（製図） ［学歴＋実務０年］ 大阪市中央区大手前１－７－３１ 

木造建築士 ７月（学科）       ＯＭＭビル 

  １０月（製図）   ℡０６－６９４２－２２１４ 

建築施工管理技士 ６月（学科） 9,400（一級学科）［学歴＋実務５年］ （財）建設業振興基金試験研修本部 

  １０月（実地）  〒１０５－０００１ 

  １１月二級 9,400（一級実地） 東京都港区虎ノ門４－２－１２ 

    9,400（二級）［学歴＋実務２年］  虎ノ門４丁目ＭＴビル２号館 

電気工事施工管理技士 ６月（学科） 11,800（一級学科）［学歴＋実務５年］  ℡０３－５４７３－１５８１ 

  １０月（実地） 11,800（一級実地）   

  １１月二級 11,800（二級）［学歴＋実務２年］   

基本情報技術者試験 

情報セキュリティマネジメント 

応用情報技術者試験 

情報ｾｷｭﾘﾃｨｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ試験 

４月、１０月 

 

 

5,700 情報処理技術者試験センター 

〒１１３－８６６３ 

東京都文京区本駒込２－２８－８ 

 文京グリーンコートセンター オフィス１５階 

 

 

 

 

 

 

 

Tel ０３－５９７８－７６００ 

  

  

プロジェクトマネージャー試験 

データベーススペシャリスト試験 

エンベデッドシステムスペシャリスト試験 

システム監査技術者試験 

４月 

 

 

 

  

  ＩＴストラテジスト試験 

システムアーキテクト試験 

ネットワークスペシャリスト試験 

ＩＴサービスマネージャー試験 

１０月 

 

 

 

二級シャシ自動車整備士 

二級ガソリン自動車整備士 

二級ジーゼル自動車整備士 

二級２輪自動車整備士 

３，１０月 4,200 

（社）大阪府自動車整備振興会 

〒５５９－００３１ 

大阪市住之江区南港東３－５－６ 

℡０６－６６１３－１１６０ 

気象予報士試験 

 

 

 

８，１月 

 

 

 

11,400 

 

 

 

（財）気象業務支援センター試験部 

〒１０１－００５４ 

東京都千代田区神田錦町3-17 東ﾈﾝﾋﾞﾙ６F      

Tel０３－５２８１－３６６４ 
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Ⅸ 認定試験 ※受験料など変更になる場合がありますので、各案内などでご確認ください 

試  験  名 実 施 月 
受験料《講習料》（級位） 

問い合わせ先 
[受験資格] 

家電製品エンジニア試験 ３，９月 9,230 （財）家電製品協会認定センター 

家電製品アドバイザー試験     〒１０５－８４７２ 

      東京都港区愛宕１－１－１１ 

       虎ノ門八束ビル３Ｆ 

      ℡０３－３４３３－０５６１ 

情報検定（Ｊ検） ペーパー９月（全科目） 3,500（基本スキル） （財）職業教育・キャリア教育財団 

情報システム試験 インターネット（随時） 3,000（プログラムスキル） 〒１０２－００７３ 

（基本スキル、プログラムスキル   3,000 東京都千代田区九段北４－２－２５ 

   システムデザインスキル）   （システムデザインスキル）  私学会館別館１１Ｆ 

情報検定（Ｊ検） ペーパー６月（団体のみ） 4,500（１級）   

情報活用試験 インターネット（随時） 4,000（２級）   

（１級～３級）   3,000（３級）   

        

情報検定（Ｊ検） ＣＢＴ方式 4,500（上級）   

情報デザイン試験 （上級、初級）   4,000（初級）  ℡０３－５２７５－６３３６ 

ＣＡＤ利用技術者試験 

（１級、２級） 

６，１１月 

  

15,000（１級） 

5,500（２級） 

（社）日本ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿﾌﾄｳｪｱ協会 

〒１０１－００４１ 

ＣＡＤ利用技術者試験 

（３次元） 

７，１２月 

  

15,000（１級） 

7,000（２級） 
東京都千代田区永田町２－４－２ 

ＣＡＤ利用技術者試験 随時 4,000（基礎）  秀和留池ビル４F 

 基礎試験     ℡０３－５１５７－０７８６ 

CG エンジニア検定 ７、１１月 6,600（エキスパート） （財）画像情報教育振興会 

    5,500（ベーシック） 〒１０４－００３１ 

      東京都中央区京橋１－１１－２ 

       キャノン NTC ビル４Ｆ 

      ℡０３－３５３５－３５０１ 

商業施設士 ６月（１次） 12,960（１次のみ、２次のみ） （社）商業施設技術団体連合会 

  ６月（２次） ［学歴+実務１年］ 事務局業務課  

  ２月 21,600（１次・２次） 〒１０８－００１４ 

      東京都港区芝５－２６－２０ 建築会館 

商業施設士補 ２月・１０月（講習会） 10,500（講習会費用） ℡０３－３４５３－８１０３･４  

第二種 ME技術実力検定 ９月 12,000 （社）日本生体医工学会 ME 技術実力検定

試験事務局 

      〒１１３－８６２２ 

      東京都文京区本郷２－３９－５ 片岡ビル３Ｆ 

      ℡０３－３８１３－５５２１ 

ＡｕｔｏＣＡＤ認定試験 随時 12,960 オートデスク（株） 

      〒１００－０００５ 

      東京都中央区晴海１－８－１０ 

      ℡０３－４５００－９０５５ 
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試  験  名 実 施 月 
受験料《講習料》（級位） 

問い合わせ先 
[受験資格] 

環境社会検定試験（eco 検定） ７，１２月 5,450 東京商工会議所 

      〒１００-０００５ 

      東京都千代田区丸の内３－２－２ 

      ℡０３-３２８３-７５００ 

デジタル技術検定 

（１級～５級） 

６月（２級～５級） 

１１月 

6,500（１級）  5,000（２級） 

4,000（３級）  3,000（４級） 

（財）国際文化カレッジ 

〒１６９－００７５ 

   
東京都新宿区高田馬場４－２－３８ 

℡０３－３３６１－１５４１ 

レタリング技能検定 ６月 6,000（１級）  4,900（２級）   

 （１級～４級）   3,800（３級）  2,400（４級） ℡０３－３３６１－３４６１ 

トレース技能検定 １０月 5,500（１級）  4,400（２級） （財）中央工学校生涯学習センター 

 （１級～４級）   3,200（３級）  2,000（４級） 〒１１４－００１５ 

      東京都北区中里１－１５－７ 

      ℡０３－５８１４－１４６５ 

秘書検定 ６，１１，２月 6,100（１級）  4,900（準１級） 実務技能検定協会 

 （１級、準１級、２級、３級）   3,800（２級）  2,600（３級） 〒１６９－００７５ 

ビジネス実務マナー検定 ６，１１月 5,600（１級）  3,800（２級） 東京都新宿区高田馬場１－４－１５ 

 （１級～３級）   2,600（３級）   

ビジネス文書検定 ７，１２月 5,000（１級）  3,800（２級）   

 （１級～３級）   2,600（３級）   

サービス接遇検定 ６，１１月 5,600（１級）  3,900（準１級）   

 （１級、準１級、２級、３級）   3,600（２級）  2,400（３級）   

ビジネス電話検定 ６，１１月 3,000（知識Ａ級）    

（知識Ａ級、知識Ｂ級、   4,400（実践級）   

知識Ａ・Ｂ級）   2,200（知識 B 級）   

     5,200（知識Ａ・B級）   ℡０３－３２００－６６７５ 

医療秘書技能検定 ６，１１月 6,500（１級） 医療秘書教育全国協議会 

 （１級、準１級、２級、３級）   5,800（準１級） 〒１３４－００８４ 

    5,100（２級） 東京都江戸川区東葛西 6-7-5磁慶ビル２F 

    4,000（３級） ℡０３－５６７５－７０７７ 

ビジネス能力検定ジョブパス ７，１２月 8,500（１級） （財）職業教育・キャリア教育財団 

 （１級～３級） ＣＢＴ試験 4,200（２級） 〒１０２－００７３ 

    3,000（３級） 東京都千代田区九段北４－２－２５ 

      ℡０３－５２７５－６３３６ 

小型査定士 ６月，１２月 17,280（受講料含む） （財）日本自動車査定協会 大阪府支所 

 （指定の講習会受講者）     〒５４２－００６６ 

 講習会： ５月～ ６月     大阪市中央区瓦屋町２－１１－１６ 

      １１月～１２月      オートセンタービル３Ｆ 

      ℡０６－６７６２－４７３８ 

日商簿記検定 ６，１１月 7,710（１級） 大阪商工会議所 

  ２月（２級～４級） 4,630（２級） 〒５４０－００２９ 

    2,570（３級） 大阪市中央区本町橋２－８ 

     ℡０６－６９４４－６４３０ 
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試  験  名 実 施 月 
受験料《講習料》（級位） 

問い合わせ先 
[受験資格] 

実用英語技能検定 ６，１０，１月（１次） 8,400（１級） 6,900（準１級） （財）日本英語検定協会 

（１級、準１級、準２級 ７，１１，２月（２次） 5,800（２級） 4,500（準２級） 〒１６２－０８０５ 

 ３級、４級、５級）   3,200（３級） 2,600（４級） 東京都新宿区横寺町 55 番地 

    2,500（５級） ℡０３－３２６６－８３１１ 

工業英語検定 
５、１１月 

15,000（１級） 
（社）日本工業英語協会 

〒１００－００１１ （１級、準２級、３級、４級） 

 （１級～４級） 
７、１月 

6,400（２級） 
東京都港区芝公園３－１－２２ 

日本能率協会ビル （２級、準２級、３級、４級） 

    5,600（準２級）  

    4,600（３級）   

    2,000（４級） ℡０３－３４３４－２３５０ 

色彩検定 ６月（２級，３級） 15,000（１級） （社）色彩検定協会 

  １１月 10,000（２級） 〒５３０－０００１ 

  （１級，２級，３級、） 7,000（３級） 東京都千代田区内幸町１－１－１ 

   １２月（１級２次）    帝国ホテル本館 6F 

      ℡０３－５５１０－３７３７ 

３級販売士 ７，２月 4,120 大阪商工会議所 

      〒５４０－００２９ 

      大阪市中央区本町橋２－８ 

      ℡０６－６９４４－６４３０ 

CAD トレース技能審査 ９，２月 15,430（上級） 大阪市職業能力開発協会 

（上級、中級、初級）   13,370（中級） 〒５４１－００４８ 

    10,290（初級） 大阪市中央区瓦町２－５－３ 

       エル・おおさか南館８F 

      ℡０６－６９４６－２６２１ 

映像音響処理技術者資格認定 ６月 5,400 （一社）日本ポストプロダクション協会 

      〒１６０－００１４ 

      東京都新宿区内藤町１番地 

       内藤町三洋ビル７F 

      ℡０３－３３５５－６５８７ 

インテリアコーディネーター １０月（１次） 14,400 インテリアコーディネーター資格試験運営事務局 

  １２月（２次）   〒１０１－００６２ 

      東京都千代田区神田駿河台４－３ 

       新御茶ノ水ビルディング１６F 

      ℡０３－３２３３－６０７７ 

建築ＣＡＤ 検定 ４，１０月 14,400（準１級） 全国建築 CAD連盟 

    10,300（２・３級） 〒４６１-０００２ 

     愛知県名古屋市東区代官町３９－１７ 

       鹿島貿易ビル８階 

     ℡０５２-９３１-３３７０ 
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試  験  名 実 施 月 
受験料《講習料》（級位） 

問い合わせ先 
[受験資格] 

福祉住環境コーディネーター ７月(２級、３級) 10,800（１級） 東京商工会議所 

  （１級～３級） １１月（１級～３級） 6,480（２級） 〒１００－０００５ 

    4,320（３級）  東京都千代田区丸の内３－２－２ 

    併願（10,800） ℡０３－３９８９－０７７７ 

インテリアプランナー ６月（学科） 9,720（学科） 日本インテリアプランナー協会 

  １１月（設計製図） 16,200（設計製図） 〒１４１－００２２ 

      品川区東五反田５－２５－１９ 

       東京デザインセンター３Ｆ 

      ℡０３－３４４７－１７５５ 

ＮＴＴコミュニケーションズ 随時 7,875（．ｃｏｍＭａｓｔｅｒ★） インターネット検定事務局 

 インターネット検定   8,925（．ｃｏｍＭａｓｔｅｒ★★） 〒１０５－０００４ 

  ．ｃｏｍＭａｓｔｅｒ★      東京都港区新橋１－１８－１６ 

  ．ｃｏｍＭａｓｔｅｒ★★      日本生命新橋ビル７Ｆ 

      ℡０１２０－６２８８８０ 

３次元ＣＡＤトレーサ認定試験 ９，２月 13,000 コンピュータキャリア教育振興会 

３次元ＣＡＤｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ認定試験   10,000 〒１５１-００７３ 

ＣＡＤｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ認定試験   7,000  東京都渋谷区笹塚２－１－１０－６Ｆ 

       Tｅｌ０３-５２７２-１１４０ 

グラフィックスデザイン検定 １月 800（２級、３級） （社）全国工業高等学校長協会 

（１級～３級）   900（１級） ＤＴＰ検定担当 

      〒１０２－００７２ 

       東京都千代田区飯田橋２－８－１ 

      ℡０３－３２６１－１５００ 

Ｗｅｂクリエイター能力認定試験 ９，３月 6,900（エキスパート） 株式会社サーティファイ認定試験事務局 

 （エキスパート、スタンダード）   5,400（スタンダード） 〒１０３－００２５ 

      東京都中央区日本橋芽場町２－１１－８ 

      ℡０１２０－０３１－７４９ 

MCP（１科目につき） 随時 15,000 マイクロソフト株式会社 

(MicrosoftCertifiedProfessional)      

CCNA 随時 15,000 シスコシステムズ株式会社 

 (CiscoCertifiedNetwork) Associate)     

ＴＯＥＩＣ テスト ５，６，７，９月 6,615 (財)国際ビジネスコミュニケーション協会 

  １０，１１，１，３月   TOEIC 運営委員会 大阪業務センター 

ＴＯＥＩＣ ＳＷ Ｔｅｓｔｓ 年２４回 9,975 〒４５１－００５９ 

ＴＯＥＩＣ ＬＰＩ ４，６，９，１０，１，２月 13,000  大阪市中央区博労町３－６－１ 

      ℡０６－６２５８－０２２４ 
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Ⅹ 卒業と同時に取得できる資格 

 

 

Ⅺ 講習（研修）修了で取得できる資格 
 

工事担任者（第一級デジタル通信） 認定講習の修了者 

低圧電気取扱業務特別教育 認定研修の修了者 

電気自動車等の整備に係る特別教育 認定研修の修了者 

介護職員実務者研修  認定研修の修了者 

基本情報技術者試験 午前試験免除 
情報工学科（研修および修了試験の合格者）、 

電子・情報工学科（研修および修了試験の合格者） 

 

種類 適用される学科 

工事担任者 全種基礎科目免除 
電子・情報工学科 

電気デジタル情報科（Ａ･Ｂコース） 

第二級陸上無線技術士および総合無線通

信士の「無線工学の基礎」科目免除 
電子・情報工学科（Ａコース） 

第一級陸上特殊無線技士 電子・情報工学科（Ａコース） 

第三級海上特殊無線技士 電子・情報工学科（Ａコース） 

ＣＡＴＶ技術者 一部科目免除 電子・情報工学科（Ａコース） 

第二種電気工事士 電気デジタル情報科（A コース）、電気工事士科 

第三種電気主任技術者 

（実務経験３年必要） 
電気デジタル情報科（B コース）、電気工学科 

商業施設士補 建築デザイン科（学校長の推薦＋協会の講習を受講） 

商業施設士 受験資格（実務経験１年必要） 建築デザイン科（商業施設士補の資格取得者） 

技能検定（電子機器組立） 受験資格 電子・情報工学科、電気デジタル情報科 

技能検定（舞台機構調整） 受験資格 電子・情報工学科 

二級建築士・木造建築士 受験資格 建築デザイン科 

一級建築士 受験資格（実務経験４年必要） 建築デザイン科 

インテリアプランナー登録資格 建築デザイン科 

二級自動車整備技能受験資格 

（実技試験免除） 
自動車整備科 
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Ⅻ 受験に必要な実務経験年数を短縮できる資格 
 

 

 

資格名 適用学科 受験に必要な実務年数 

技能検定（電子機器組立て） 
電子・情報工学科 

電気デジタル情報科 
【２級】１年 

技能検定（舞台機構調整） 電子・情報工学科 【２級】１年 

職業訓練指導員 
電子・情報工学科 

電気デジタル情報科 
３年 

一級建築士 建築デザイン科 ４年 

建築施工管理技士 建築デザイン科 【１級】５年、【２級】２年 

電気工事施工管理技士 

電気通信工事施工管理技士 

電子・情報工学科 

電気デジタル情報科 

電気工学科 

建築デザイン科 

 

 

【１級】５年、【２級】２年 

ただし第二種電気工事士 

資格取得者は、１年【２級】 

 

 

 

ⅩIII 大学編入学・大学院入学について 

  専修学校の専門課程の修了者は、大学への編入学、高度専門課程の修了者は、大学院への入学が可能にな

ります。 

  ただし、大学への編入学、大学院への入学を認めている大学・大学院に対して可能になります。 

  また、大学への編入学、大学院への入学の条件は、以下のようになります。 

   ① 修業年限が２年以上で、専門士取得者または、専門士取得見込みの者は、大学への編入学が可能に

なります。ただし、大学の編入学試験を受験し合格しないといけません。 

   ② 修業年限が４年以上で、高度専門士取得者または、高度専門士取得見込みの者は、各大学院への入

学が可能になります。ただし、大学院の入学試験を受験し合格しないといけません。 

③ 大学への編入学、大学院への入学においては、指定校推薦入試、学校推薦入試、一般入試などがあ

りますが、いずれにしても学業成績証明書、卒業見込証明書（卒業証明書）、出席率証明書、専門士

見込証明書（専門士証明書）、高度専門士見込証明書（高度専門士証明書）、シラバス（授業内容の

要綱を示したもの）などが必要になる場合があります。 
  

※ なお、授業料などの未納がある・出席率が悪い・成績が悪いなどの場合、各種必要な書類が発行で

きない場合があります。 

 

ⅩIV 「職業実践専門課程」認定 

（平成２６年４月１日より）文部科学大臣認定「職業実践専門課程」に、日本理工情報専門学校の昼間

部全学科が認定されました。 

専修学校の専門課程であって、職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成することを目的として専攻

分野における実務に関する知識、技術及び技能について組織的な教育を行うものを、「職業実践専門課程」

として文部科学大臣が認定し、専修学校の専門課程における職業教育の水準の維持向上を図ります。 


